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高田製薬　日本経済新聞　2022年7月　1C W380×H100.5 mm　CSM22061601

監修 夏秋 優
高田製薬は、患者さんや医療関係者の声に耳を傾け、医療ニーズに合った
医薬品の開発と情報提供で、健康な社会づくりに貢献します。

夏になると蚊に刺される機会が多くなりますね。蚊は刺されてかゆくなるだけでなく「感染症の運び屋」とも呼ばれ、感染
症を広げる可能性があるため、蚊をできるだけ発生させず、刺されないようにすることが大切です。
蚊は水たまりを産卵場所として発生するため、家の周りの空きビンや缶、ペットボトル、植木鉢の皿やバケツ、ジョウロなど

に水が溜まっていないかチェックしましょう。外出時は虫よけスプレーを使用し、長袖、長ズボンなどを着て肌の露出を避
けましょう。虫よけスプレーを使用する際はまんべんなくぬり伸ばし、汗で落ちたら何度でもぬり直しをしましょう。
蚊に刺されると、大人の場合は刺された直後にプクッと小さな発疹ができ、１～２時間でかゆみがおさまること（即時
型反応）が多いですが、2～6歳の幼児の場合は刺された直後は無症状ですが、1～2日後に赤いしこりができてかゆくな
り、大きく腫れたり水疱ができたりすること（遅延型反応）があります。蚊に刺されたら保冷剤や冷水などで腫れている部
分を冷やし、かゆみ止めの薬をぬりましょう。症状がひどい場合はステロイドホルモン入りのぬり薬がよいでしょう。ステ
ロイドホルモンは短期間の使用であれば心配ありません。
子どもの場合は「かきむしり」に注意が必要です。刺されたところをかきむしると、そこからばい菌が入り感染し、「とびひ
(伝染性膿痂疹)」という皮膚の病気になることがありますので、予防対策として絆創膏やかゆみ止めの薬が入ったパッチ
を貼るとよいでしょう。「とびひ」になると抗菌薬のぬり薬や飲み薬による治療が必要となります。また、野外レジャーに
行った場合は刺された虫の判断が難しいため、刺された部位が大きく腫れたり、水疱ができたりなど、強い炎症がみられる
場合は皮膚科を受診してください。日頃から子どもが虫に刺されないように注意し、体の腫れや赤みなどをチェックして
あげられるとよいですね。
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蚊に刺されたときの
対処法で間違って
いるのは?

⇒さらに詳しい情報は「クイズ解説」をご覧ください。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/hs6nik00000005cb-att/202207_2.pdf

